
実行時に厳密な型チェックを実施式のデータ構造は評価されるリスト

の値と期待する型の注釈を管理する

式レベル型注釈による段階的型付きLisp系言語

一般的な言語では型脚注は

基本的に変数か関数のみ可能だが

Gradiaではリストから値まで

全ての式に型注釈を付けられる
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型注釈があるため、

引数をその型に強制

型注釈が無いため文字列でも

暗黙の型変換して実行可能

式レベルで型注釈のアイデアは、Gradia言語だけに留まらず
他の色々な言語にとって有用な機能になることが今後期待できる


